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肥
前
多
久

「
御
屋
形
日
記
」
の
中
の
石
炭
記
事
七

細

川

章

こ
の
作
業
は
、多
久
家

に
残
存
す
る
記
録

を
繰
り
乍
ら
、
年
月
を
追

っ
て
関
連
史
料

を
拾

い
、
そ
の
都
度
収
録
し
て
い
る
た
め
に
、
時
と
し
て
内
容
が
多
少
交
錯
す
る
こ

と
が
あ
る
。
日
月
が
改

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
常

に
新
し
い
課
題
が
展
開
す
る
の
で

は
な
く
、
既
に
終
焉

し
た
か
に
見
え
る
事
件

が
、
時
を
経
て
再
び
問
題
を
投
げ
か
け

る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
。
現
段
階
で
は
、
末
だ
手
さ
ぐ
り
の
域
を
出
な

い
肥
前
多
久

の
未
開
発
な
石
炭
採
掘
の
情
況
を
、
早
急
に

一
つ
の
テ
ー
マ
に
絞

っ
て
論
及
す
る
つ

も
り
は
な
く
、
未
熟
な
方
法
で
は
あ
る
が
、
A
7後
も
当
分
は
年
代
順
の
史
料
を
提
示

し
、
時
間
を
か
け
て
窺

っ
て

い
き
た
い
。

前
回
の
引
用
史
料
㎝
は
、
「四
下

・
狩
谷

・
は
ば
ら
坂
石
炭
請
主
中
」
の
差
結

っ

た
採
掘
事
情
か
ら
出
さ
れ
た
、
運
上
減
免
願

い
の
却
下
に
関
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
時
寛
政
十

一
年
四
月
十

一
日
で
あ
る
。
次
に
示
す
史
料
⑳
は
引
続
き

「役
所
日

記
」
の
中
か
ら
で
、
同
じ
く

「四
下

・
は
ば

ら
坂

・
狩
谷
石
炭
請
主
中
」
か
ら
、
同

年
九
月
再
度
の
運
上
減
免
の
訴
状
が
出

さ
れ

た
の
で
、
如
何
に
吟
味
す

べ
き
か
と
役

所
側
の
対
応
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

(役
所
日
記

寛
政
十

一
年
九
月
十
九
日
)

一
石
炭
請
方
之
者
共
6
別
紙
之
通
相
願
峰
末
、
被
相
窺
怖
処
、
伺
書

二
付
紙
之
通

被
仰
出

怖
事

伺
覚

四
下

・
之
～
ら
坂

・
狩
谷
石
炭
請
方
之
者
共
6

・
最
前
依
願
被
差
免
堀
焼
仕

怖

慮
、
四
下
之
方

ハ
堀
尽
シ
、

之

こ
ら
坂
之
方

ハ
堀
口
計

二
蜀
、
出
方
無
之
、
狩

谷
計
致
堀
方
、
勝
手
悪
敷
、
運
上
丈
之
費
方
出
来
不
仕

二
付
、
運
上
筋
被
相
減

被
下
度
相
願
怖
得
共
、
書
付
被
差
返
吟
、
去
暮
納
方
之
儀
も
何
卒
他
借
方
弁
を

以
皆
納
可
仕
之
処
、
尚
も
出
来
立
不
申
、
最
早
御
改
正
時
分

二
相
成
怖
得
之
、

銘

・、家
内
枯
却
ホ
を
も
皆
納
可
仕
、
先
月
末
比

6
之
、
石
炭
費
向
も
有
之
義

二

瞥
得
共
、
狩
谷
計

二
て
ハ
、
年
限
内
五
貫
五
百
匁
充
之
運
上
、
何
分

二
も
不
任

力
、
是
造
元
入
被
是
過
分
之
借
入
相
整
、
家
内
枯
却
い
た
し
怖
う
も
行
届
不
申
、

気
毒
千
万
之
参
懸

二
通
、
當
暮
運
上
納
方
井
他
借
之
返
済
手
付
も
不
相
叶
通
成

行

怖
付
る
之
、

一
ヶ
所
之
堀
懸
も
可
仕
様
無
之
、
當
暮

二
至
願
差
出
、
御
取
上

二
不
相
成
節

え
、
家
屋
敷

・
家
財
其
外
帖
却
仕
峰

う
も
、
納
方
之
調
義
難
行
届
、

甚
及
難
渋
吟
処
6
、
四
下

・
之
㌦
ら
坂
石
炭
場
見
分
之
上
、
運
上
被
相
減
被
下

度
、
別
紙
之
通
相
願
降
、
惣
ゑ
去
ル
辰
年

6
右
堀
焼
方
相
願
俸
得
共
、
色
≧
支

所
も
相
見
、
再
三
村
方

の
も
聞
合
ホ
相
整
、
取
扱
も
隙
取
峰
、
併
右
之
段

～
仕

法
ホ
相
付
降
、
第

一
之
壱

ヶ
年
運
上
銭
拾
壱
貫
匁
充

二
壷
、
能
≧
手
廻
シ
宜
ク
、

無
滞
費
方
不
仕
怖
而
え
納
方
相
滞
怖
外
無
之
、被
差
免
峰
上
、無
聞
も
不
将
之
儀

有
之
幡
蜀
之
、
御
上
下
之
支
不
少
、
重
畳
代
官
筋
イ
も
指
詰
怖
様
申
達
怖
処
、

た
と
ひ
堀
坪
相
減
姉
躰
之
義
有
之
俸
舜
も
、
運
上
筋
相
違
有
御
座
間
敷
、
其
外

支
所
無
之
趣
相
受
怖
、
夫
共
年
限
内
尖
之
納
方
難
計
処
6
、
前
方
例
も
無
之
、
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家
屋
敷
持
下
地
ホ
引
當
造
差
出
置
外
様
相
整
、
去
ル
辰
年
6
向
五
ヶ
年
之
間
、

壱
ヶ
年
運
上
拾
壱
貫
匁
充

二
て
被
差
免

置
怖
、
然
慮
初
年
6
脇
方
之
石
炭
出
方

多
有
之
、
端
と
不
商
買

二
相
成
、
夫

二
付
蜀
之
拾
壱
貫
匁
充
之
運
上
銭
調
達
不

相
叶
、
銘

々
及
潰
看
外
無
之
、
様

と
之
義
を
申
立

怖
へ
共

、
御
取
上

二
難
相
成

儀
共

二
壷
、
弥
運
上
納
方
不
相
成
節

え
、家
屋
敷
・持
下
地
ホ
御
支
配

二
相
懸

冶

外
無
御
座
次
第

二
相
詰
怖
、
乍
去
請
主
共
向

々
勘
弁
不
行
届
通
リ
、
當
然
格
別

之
利
潤
有
之
左
右

二
相
見
峰
故
、

一
図

二
差
部
、
筋
、
6
聞
合
ホ
仕
吟
節
も
何

分
之
儀
有
之
怖
る
も
、
年
限
内
運
上
ホ
別
儀
有
御
座
間
敷
申
述
、
引
當
造
差
出

置
、
愁
訴
御
取
上

二
難
相
成
怖

へ
共
、
眼
前
及
潰
、
路
頭

二
相
立
憾
通
リ
ハ
、

無
了
簡
故
と
之
乍
申
不
便
之
到

二
付
、
五

ヶ
年
之
年
限
を
拾
壱
ヶ
年

二
被
差
延
、

壱
ヶ
年

二
銭
五
貫
五
百
匁
充
相
納
怖
通
、
格
別
之
御
憐
懸
を
以
被
差
免
置

怖
、

其
末
今
又
前
断
之
通
奉
願
、
甚
以
不
婚
之
次
第

二
御
座
姉
得
え
、
御
取
上

二
可

相
成
様
無
之
義

二
怖
得
共
、
去
年
之
義
も
前
文
之
通
、
専
御
憐
助
之
訳
を
以
被

差
免
置
、
右
之
通
之
此
節
と
て
も
不
相
替
義

二
付
、
四
下

・
之
～
ら
坂
両
所
見

分
之
義
、
役
≧
申
達
怖
処
、
別
紙
書
付
之
通

二
φ
出
方
無
之
由
、
就
右
之
、
最

初
甚
不
差
詰
請
方
相
願
、
初
年
6
様
気
願
ホ
差
出
、
御
姦

二
相
懸
、
去
年
御
憐

慰
を
以
無
拠
納
年
限
被
差
延
下
怖
処
、
此
節
又
・、
及
訴
状
、
無
調
法
者
共

二
御

座
怖

へ
之
、
何
と
も
逼
塞
之
御
手
當
被

仰
付
、
四
下

・
之

、
ら
坂
炭
出
方
無
之

二
付
る
之
、
運
上
之
義
え
三
ヶ
壱
被
相
減
方

二
う

ハ
有
御
座
間
敷
欺
と
吟
味
仕

怖
、
如
何
可
被
仰
付
哉
、
奉
伺

吟

以

上

末
九
月

付
紙一
御
手
當
之
儀
え
御
吟
味
之
通
被
仰
付
怖

、
運
上
之
義
三
ヶ
壱
被
相
減
、
地
来
之

残
年
数
間
相
納

咋
通
之
義
怖
哉
、
又
之

此
末
年
限
被
相
定
儀

二
も
降
哉
、
右
之

後
御
吟
味
書

二
え
不
相
砕
、

一
躰
此
節

石
炭
堀
方
之
無
調
法

二
付
φ
、
御
手
當

被
仰
付
儀

二
い
へ
え
、
地
来
之
運
上
年
数
ホ

ニ
え
不
被
相
拘
今
度
被
相
改
、
運

上
何
程
何
年
限

二
て
新

二
被
相
定
、
堀
方
被
差
免
可
然
被
思
召
峰
、
就

う
え
運

上
員
数
年
限
ホ
之
義
、
被
遂
御
吟
味
、
被
達
御
聴
い
様
被
仰
出

怖

一
右
仰
出
之
末
、
左
之
通
被
相
伺

怖
処
、
伺
之
通
被
仰
出

怖
事

吟
味
覚

四
下

・
之
、
ら
坂

・
狩
谷
石
炭
請
方
之
者
共
6

、
四
下

・
之

・
ら
坂
両
所
炭
出

方
相
塞
幡

二
付

、
運
上
被
相
減
被
下
度
旨
相
願
怖
末
、
衆
儀
仕

怖
次
第
奉
伺
幡

処
、
御
手
當
之
義
之
吟
味
之
通
被
仰
付
怖
、
運
上
之
義
三
ヶ
壱
被
相
減
、
地
来

之
残
年
数
間
相
納
怖
通
怖
哉
、
又
之
此
末
年
限
被
相
定
儀

二
も
怖
哉
、
右
之

通
リ
吟
昧
書

ニ
ハ
不
相
砕
、

一
躰
此
節
石
炭
焼
方
之
無
調
法

二
付
う
、
御
手
當

被
仰
付
義

二
怖
得
え
、
地
来
之
運
上
年
数
ネ

ニ
吟
え
不
相
拘
、
今
度
被
相
改
、

運
上
何
程
何
年
限
と
新

二
被
相
定
、
堀
方
被
差
免
可
然
被
思
召
降
、
就
う
之
運

上
員
数
数
年
限
ネ
之
義
、
遂
吟
味
可
達
御
聴
旨
被
仰
出
、
奉
承
知
之

協
、
最
前

衆
議
仕

吟
之
、
運
上
銭
惣
高
六
拾
貫
五
百
匁
之
内
、
三
ヶ
壱
被
相
減
、
残
銭
高

を
残
年
数
拾

ヶ
年

二
相
納
怖
次
第

二
御
座

吟
、
乍
然
右
之
通
被
仰
出
怖
付

勇
ハ
、

當
年
6
向
拾
ヶ
年
之
間
、
壱
ヶ
年

二
銭
四
貫
匁
充
運
上
仕
怖
様
被
仰
付
方

二
う

ハ
有
御
座
間
敷
欺
と
吟
味
仕
怖
、
如
何
可
被
仰
付
哉
、
此
段
達
御
聴
怖

以
上

末
九
月

以
上
の
文
書
は

「伺
覚
」

・

「付
紙
」

・

「吟
味
覚
」
の
三
部
か
ら
成

っ
て
い
る
。

こ
の

「伺
覚
」
は
前
々
回
の
文
書
㈲
q⑤
、
前
回
の
㎝
に
続
く
も
の
で
、
「
四
下

・
は

ば
ら
坂

・
狩
谷
石
炭
請
中
」
の
、
寛
政
八
年
採
掘
許
可
以
来
変
ら
ぬ
石
炭
採
掘
事
業

経
営
の
、
苦
渋

に
満
ち
た
事
情
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。

要
約
す
れ
ば
、
「四
下
」
は
既
に
掘
尽
く

さ
れ
て
お
り
、
「
は
ば
ら
坂
」
も
坑
口
ば

か
り
で
実
際

に
は
出
炭
し
て
い
な

い
。
掘

っ
て
い
る
の
は

「狩
谷
」
ば
か
り
で
あ
る

が
、
こ
れ
も
勝
手
悪
く
運
上
だ
け
の
売
れ
行
き
も
な

い
。
そ
こ
で
運
上
減
免
の
願

い

(
前
文
書
㎝
)
を
出
し
た
が
差
戻
さ
れ
た
。
去
年
の
暮
れ
も
他
借
に
よ

っ
て
皆
納
し

よ
う
と
し
た
が
果
さ
な
い
ま

・
に
御
改
正

の
時
分
に
な

っ
た
。
銘

々
の
家
内
の
物
を

沽
却
し
て
も
納
め
よ
う
と
思
う
が
、
先
月
末
か
ら
石
炭
は
売
れ
て
き
た
も
の
の
、
狩
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谷
の
分
だ
け
な
の
で
、
年
限
内
に
五
貫
五
百

匁
の
納
入
は
力
が
及
び
そ
う
に
な

い
。

こ
れ
ま
で
も
過
分

の
借
入
れ
を
し
て
お
り
、
生
活
も
行
届
か
ず
哀
れ
な
状
態
で
あ
る
。

当
暮
れ
の
運
上
並
び
に
借
金
の
返
済
手
付
も
出
来
な
け
れ
ば
、
狩
谷
だ
け
の
掘
方
も

出
来
な
く
な
る
。
暮
れ
に
な

っ
て
も
願
出
を

取
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
家
屋
敷

・
家

財
そ
の
外
を
売
払

っ
て
も
納
入
分
だ
け
調

い
そ
う
に
な
い
。
そ
こ
で

「四
下

・
は
ば

ら
坂
」
は
現
在
採
掘
し
て
い
な
い
の
で
、
御

見
分
の
上
運
上
を
減
免
下
さ
る
よ
う
、

別
紙
の
通
り
お
願

い
す
る
。

一
体
に
、
去
る
辰
年

(寛
政
八
年
)
よ
り
石
炭
堀

・
焼

方
の
願

い
を
出
し
た
が
、
色

々
支
障
が
あ

っ
て
、
年
間
十

一
貫
匁
の
運
上
は
よ
く
よ

く
手
廻
し
よ

い
売
方
が
な
け
れ
ば
滞
る
外
は
な
か

っ
た
、
と
、
当
初
か
ら
の
目
論
見

違

い
を
綿
綿
と
述

べ
、
憐
情
に
訴
え
て
い
る
。

こ
れ
は
前
文
書
㎝
が
差
戻
さ
れ
た
の
で
、
再
度
の
訴
状
が
出
さ
れ
た
も
の
を
役
人

が
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
文
書
よ
り
も
切
々
と
こ
ま
や
か
に
心
情
が
こ
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
役
人
側
は
運
上
が
納
入
で
き
ず
、
家

・
屋
敷

・
持
下
地
な
ど
支
配

に
か
け
ら
れ
、
潰
れ
て
し
ま

っ
て
は
、
了
簡
無

い
結
果
と
は

い
え
不
便
で
あ
る
と
、

運
上
年
限
五
ヶ
年
を
十

一
ヶ
年

に
延
ば
し
て
、
金
額
を
年
に
五
貫
五
百
匁
宛
に
し
て

は
ど
う
か
。
「四
下

・
は
ば
ら
坂
」
も
見
分

し
た
ら
出
炭
は
な
か

っ
た
が
、
初
め
か

ら
計
画
的
で
な

い
請
方
を
願

っ
て
、
去
年
は
納
入
年
限
を
延
ば
し
て
も
ら

い
、
此
節

又
訴
状
を
出
す
な
ど
騒
が
せ
た
無
調
法
者
共
な
の
で
、
逼
塞
の
手
当

て
を
申
付
け
て

は
ど
う
か
。
「四
下

・
は
ば

ら
坂
」
は
石
炭

が
出
て
い
な
い
の
で
、
運
上
を
三
分
の

一
に
し
て
は
ど
う
か
。
と
吟
味
し
、
伺

い
を
立
て
て
い
る
。

次
の

「付
紙
」
は

「伺
覚
」
を
ほ
ぼ
承
認

し
、
「此
節

の
石
炭
堀
方
の
無
調
法
」

に
つ
い
て
、
地
来

の
運
上
事
項
を
今
後
改
正
す
べ
き
こ
と
を
指
示
し
、
そ
の
上
で
領

主
に
報
告
す
る
よ
う
に
と
伝
え
て
い
る
。

そ
の
末
、
次
の

「吟
味
覚
」
が
出
さ
れ
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で

「伺
書
」
と

「付
紙
」
は
衆
議

に
か
け
ら
れ
、
お
手
当
は
吟
味
通
り
と
な

っ
た
が
、
運
上
に

つ
い

て
は
更

に
吟
味
が
加
え
ら
れ
、
「地
来

の
運

上
年
数
」
な
ど
に
拘
ら
ず
、
改
め
て
五

年
分
の
総
高
六
十
貫
五
百
匁
を
三
分

の

一
減

に
し
て
、
残
高
を
十
年
間
に
年
四
貫
匁

つ

つ
納
め
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
、
重
ね
て
伺

い
を
立

て
ら
れ
て
い
る
。
こ
'

時
代
か
ら
無
謀
な
野
心
に
馳
ら
れ
て
石
炭
経
営
に
の
め
り
乍
ら
、
坐
折
し
、
難
渋
に

坤
吟
す
る
人
達
が
い
た
の
か
と
胸
を
突
か
れ
る
思

い
で
あ
る
が
、
役
人
の
対
応
が
行

き
届

い
て
い
て
温
か
い
の
に
救
わ
れ
る
。

次

に
示
す
文
書
⑳
～
69
は
、
前
回
の
q∂
～
⑳
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
前
回
で
は
寛

政
十
年
十
月
、
多
久
家
家
老
、
多
久
左
馬
允

の
又
内
坂
本
文
蔵
が
、
左
馬
允
知
行
所

内
の
焼
米
道
江
坪

の
石
炭
採
掘
願
い
を
出
し
て
許
可
を
受
け
る
経
緯
が
窺
わ
れ
た
。

今
回
は

一
年
後
の
寛
政
十

一
年
十
月
に
は
じ
ま
る

「役
所
日
記
」
よ
り
の
引
用
で
、

文
蔵
が
道
江
坪
採
掘
で
意
図
的
に
行

っ
た
と
思
わ
れ
る
曲
事
の
顛
末
で
あ
る
が
、
前

掲
の
未
熟
さ
か
ら
招
い
た
不
祥
事
と
は
対
象
を
な
す
事
件
で
、
そ
れ
は
文
蔵
の
主
人

で
あ
る
多
久
左
馬
允
を
も
巻
き
込
ん
で
連
坐
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

(
寛
政
十

一
年

十
月
二
日
)

一
左
馬
允
殿
内
坂
本
文
蔵
儀
、
被
相
調
降
処
、
不
軽
無
調
法
有
之
、
何
レ
御
引
留

相
成
、
勤
番
被
相
付
怖
半
筍
え
義
所
可
有
之
旨
、
究
方
6
被
申
達
、
市
Z
允
殿

聞
届
、
其
手
當
可
相
調
旨

二
付
、
御
歩
行
6
壱
人
、
足
軽
6
両
人
勤
番
仕
峰
様

相
達
い
事

附
、
本
文
勤
番
方
前
方
之
例
、
鳥
渡
不
相
知

二
付
福
地
千
兵
衛
申
談
、
先
以
本

文
之
通
及
手
當
置

怖
得
共
、
跡
達
う
日
記
相
調
怖
処
、
前
方
も
足
軽
計

二

て
相
澄
怖
次
第

二
相
見
吟

二
付
、
御
歩
行
之
儀

え
被
差
免
怖
段
、
翌
三
日

相
違
怖
事

(十
月
廿
三
日
)

一
石
炭
方
御
調
子

一
件

二
付
、
左
馬
允
内
前
田
十
九
郎
被
相
調
怖
処
、
手
形
印
形

之
約
上
至
段
≧
表
裏
と
不
申
出
、
猶
又
不
軽
所
相
見
怖

二
付

う
え
、
究
頭
人
被

差
立
度
、
究
方
6
被
申
達
、
右
頭
人
米
倉
勘
兵
衛
可
被
仰
付
欺
、
被
相
伺
怖
処

其
通
被
仰
出
、
今
日
要
助
6
被
相
達
怖
事
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(十
月
廿
九
日
)

一
焼
米
村
市
右
衛
門
と
申
百
姓
、
石
炭
方
御
調

一
件
約
合
相
懸
怖
盧
、

昨
日
6
會
所
居
籠
置
吟
段
、
究
方
6
相
達

吟
事

不
届
有
之
、

(十

一
月
三
日
)

一
坂
本
文
蔵
儀
、
盗
之
矢

二
落

姉
二
付
蚤
え
、
格
分
相
下
方

二
う
可
有
御
座
欺
、

究
方
6
之
申
達
、
市
之
允
殿
聞
届
、
其
通
被
相
調
旨
二
付
、
其
段
相
達
い
事

(十
二
月
二
日
)

一
左
馬
允
殿
内
坂
本
文
蔵
儀
、
今
般
被
相

糺
い
虞
、
盗
私
欲
之
所
業
難
遁
、
印
形

を
も
相
調

幡
二
付
、
家
屋
敷
其
外
雑
物

ホ
造
被
御
取
揚
吟
条
、
帳
付
を
以

一
類

に
被
相
願
置
吟
様
、
筋
≧
可
及
手
當
旨

二
付
、
原
六
郎
右
衛
門
に
其
段
相
達
瞥

事(十
二
月
四
日
)

一
焼
米
石
炭
方

二
付
、
年
寄
役
6
左
之
通
申
来
降
事

一
筆
啓
上
憾
、
焼
米
石
炭
方
何
之
通

二
相
成
、
年
内
も
無
除
日
事

二
相
成
峰

二
付

う
え
、
致
急
将
俸
様
有
御
座
度
、
右
趣
申
越
降
様
被
仰
出
俸
、
恐
憧
謹

言
十

二
月
三
日

堀
江

新
兵
衛

梶
原

喜
平
衛

多
久
市
之
允
様

(十
二
月
五
日
)

一
石
炭
方
御
糺
口
書
申
聞
被
相
調
幡
事

(十
二
月
八
日
)

一
焼
米
村
石
炭
御
糺
明
二
付
、
年
寄
役
6
左
之
通
申
来
怖
事

御
急
札
拝
見
仕

峰
、
焼
米
村
石
炭
方
御
糺
明
手
形
相
〆
怖
、
併
左
馬
允
殿

二

も
御
聞
調
無
之

蜀
不
相
詰
所
相
見
幡
、
就
右
え
前
方
之
比
尭
を
以
、
年
寄
役
・

大
御
目
付

・
相
談
役

・
調
方
頭
人

・
御
目
付
究
役
何
レ
も
立
會
御
聞
調

二
相

成
方

二
う
可
有
御
座
敷
と
、
被
及
御
衆
議
怖
条
、
可
相
伺
由
致
承
知
、
御
紙

上
を
以
申
上
怖
慮
、
御
衆
議
之
通
被
仰
出
瞥
、
恐
惇
謹
言

十
二
月
七
日

堀
江

新
兵
衛

梶
原

喜
兵
衛

多
久
市
之
允
様

追
而
、
本
文
之
通
於
被
仰
出
之
、
我

≧
間
急

二
差
越
度
由
承
知
之
喜
兵
衛
、

明
日
よ
り
罷
越
筈

二
御
座
降
、
以
上

(十
二
月
十
九
日
)

一
犬
塚
弥
右
衛
門
儀
、
石
炭
方
御
裁
許
為
伺
、
今
日
6
御
屋
敷
被
罷
越
怖
、、
就
右
、

老
躰
病
身
寒
中
歩
行
何
分
不
任
所
存
由

二
面
、
駕
籠
夫
被
相
願
被
差
出
吟
事

(十
二
月
廿

一
日
)

一
焼
米
石
炭
方

二
付
左
馬
允
殿
御
手
當
之
儀

二
付
左
之
通
リ

以
飛
札
啓
上
仕
怖
、
焼
米
石
炭
方
御
糺
明
之
末
、
御
吟
味
書
持
越
、
A
7朝
梶

原
喜
兵
衛
6
被
差
上
怖
様
、
相
調

怖
庭
、
左
馬
允
殿
御
手
當
之
儀
、
召
仕
共

渡
方
別
不
行
届
怖
得
之
、
御
政
務
之
當
職
被
仰
付
置
峰
通
リ
、
如
何
敷
と
有

之
怖
う
之
當
職
え
勿
論
、
地
道
職
分
之
儀
も
可
被
仰
付
置
様
無
御
座
、
御
吟

味
之
次
第
被
聞
召
峰
上
之
、
其
渡
り
之
儀

二
付
、
御
察
答
も
不
被
成
怖
面
不

相
叶
、
其
通

二
蜀
え
姦
之
儀

二
蜀
、
年
内
余
日
も
無
之
儀
共
怖
問
、
御
吟
味
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書

ハ
不
被
成
御
覧
躰

二
窃
、
右
無
調
法
之
次
第
、
職
分
柄
之
人
不
行
届
緩
之

至

二
付

う
之
、
御
手
當
之
儀
被
遊
御
賢
慮
怖
様
、
被
達
御
聴
、
可
然
と
喜
兵

衛
存
方

二
壷
、
私

に
被
申
聞
怖
様
、
御
内

㌃
被
仰
出
怖
、
右
之
通

二
蜀
、
素

リ

一
存

二
蜀
認
替
可
申
様
無
御
座
、
其
元
申
越
儀

二
御
座
峰
問
、
則
被
仰
談
、

否
時
付
以
御
飛
脚
可
被
仰
越
怖
、
恐

捏
謹
言

十
二
月
廿
日

犬
塚

弥
右
衛
門

多
久
市
之
允
様

追
而
、
本
文
之
趣

二
付
面
え
、
自
家

召
仕
ど
も
治
方
別
う
有
之
盧
6
、
向
御

認
替
被
成
方

二
う
可
有
之
、
勿
論
宜
被
仰
請
儀

二
奉
存
降
、
究
方
口
書
披
露

之
儀
之
、
今
日
可
被
聞
召
御
倶
様
御
座
怖
、
以
ヒ

(十
二
月
廿
三
日
)

一
焼
米
村
石
炭
方

一
件
、御
手
當
之
儀

、左

之
通
余
議
書
を
以
被
相
伺
怖
慮
、
御
朱

書
之
通
、
其
外

ハ
吟
味
之
通
、
尤
左
馬

之
允
殿
儀

え
當
時
役
柄

二
も
御
座

怖
得

え
、
他
人
之
ヒ
も
右
躰
無
之
様
心
遺
可
有
之
慮
、
甚
等
閑
之
至

二
付
、
役
方
被
差

迦
、
蟄
居
被
仰
付
旨
、
労
被
仰
出

吟
由

、
犬
塚
弥
右
衛
門
6
被
申
越
、
今
日
仰

渡
相
調
怖
事

不
余
議
覚

御
朱

書
元
格
合
有
之
者

峰
虞
、
本
文
之
通
、
多
久
左
馬
之
允
内
元
苗
字
坂
元
取
調

咋
儀
、
以
後
〆

之
為

二
も
吟
得
之
、

一
図

二
も
申
度
怖
得
共

、
令
宥
免
、

一
命
相
助
吟
味
之
通
申
付

怖

文

蔵

右
之
者
、
左
馬
允
知
行
焼
米
村
巡
見
地

ホ
入
受
居
降
道
江
坪
田
下

二
、
石
炭
有

之
、
致
不
作
怖

二
付
堀
除
熟
田
二
相
成
度
、
相
願
峰
様
申
聞
、
右
之
者
6
願
出

被
差
免
怖
上
、
當
春
6
石
炭
之
儀
堀
方
仕
、
重

畳
小
届
有
之
由
相
聞
怖
末
、
今

般
被
相
糺
峰
慮
、
別
紙
口
書
之
通
申
出

怖
、
為
田
地
と
怖
う
相
願
怖
儀
、
最
初

6
御
立
山
之
石
炭
方
仕
幡
工

二
う

、
悪
地
之
訳
申
立
、
再
訴

二
も
相
及
、
掠
上
、

役
々
を
欺
、
剰
御
取
揚

二
相
成
怖
炭
、
関
垣
を
破
盗
出
、
同
又
堀
方

二
付
う
ハ
、

主
人

6
躁
之
儀
無
之
様
為
申
付
置
由

怖
得
共
、
不
相
用
、
旅
人
ま
て
相
雇
、
御

立
山
炭
手
分
二
當
、
禮
銀
杯
と
申
立
、
過
分
之
銭
引
請
怖
申
談
仕
、
且
御
私
領

之
地
を
福
母
村
之
者
共
に
差
分
當
請
二
差
出
、
労
以
言
語
同
断
不
届
至
極
之
所

業

二
御
座
降
、
依
之
御
追
放
被
仰
付
、
三
根

・
養
父

・
神
崎

・
佐
嘉

・
小
城

・

杵
嶋

・
藤
津
、
都
う
七
郡
被
相
障
、
松
浦

・
高
木
両
郡
之
内
居
付
幡
様
可
被
仰

付
欺

御
朱
書

追
放
之
上
五
郡
相
障
峰

焼
米
村
百
姓
市
右
衛
門

右
之
者
、
前
同
断

二
付
、
被
相
糺
降
虞
、
別
紙
口
書
之
通
申
出
怖
、
道
江
之
坪

田
方
之
儀

え
差
置
、
専
利
益
を
貧
、
茸
立
ホ
造
有
之

吟
御
立
山
を
堀
、
向
谷

二

造
堀
口
相
立
、
主
人
筋
6
無
躁
様
申
付
瞥
儀
も
不
相
用
、
殊
更
手
分
之
堀
ロ
ニ

當
、
禮
銭
割
方
ホ
相
調
、
剰
御
取
揚
相
成
怖
石
炭
、
文
蔵
同
意
盗
出
、
且
又
、

御
私
領
内

二
旅
人
を
引
込
、
止
宿
ホ
為
仕
、
堀
坪
を
乍
當
分
、
他
方
之
者

に
請

差
出
、
彼
是
不
届
至
極
之
所
業

二
御
座
怖
、
依
之
御
追
放
被
仰
付
、
佐
嘉

・
神

聯

・
杵
嶋

・
小
城
、
都

蜀
四
郡
被
相
障
、
藤
津

・
高
木

・
松
浦
三
郡
之
内
居
付

怖
様
可
被
仰
付
欺

御
朱

書

一
躰
平
人
共
相
違
幡
身
分
吟
虞
、
不
届
之
至

二
付

う
、
今
又
三
郡
相
増

五
郡
相
障
吟

左
馬
允
内

前
田

十
九
郎

右
之
者
、
前
同
断

二
付
被
相
糺
吟
慮
、
別
紙
口
書
之
通
申
出

怖
、
道
江
坪
専
悪

地
之
訳
を
以
、
文
蔵

6
相
願
怖
末
、
其
坪
之
差
置
、
御
用
茸
立
も
有
之
俸
御
立

山
を
、
為
利
欲
堀
入
、
風
通
と
名
を
付
、
向
谷

二
造
口
相
立
、
過
分
之
石
炭
焼

立
峰
所

冶
、
御
立
山
内
松
本
数
拾
本
枯
木

二
相
成
、
上
を
軽
、
主
人
筋
6
も
躁

之
儀
無
之
様
為
申
聞
置
由

二
峰
庭
、
不
相
用
、
且
堀
子
内
旅
人
を
相
雇
、
止
宿
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を
も
為
仕
、
剰
御
制
符
山
堀
口
を
他
方

之
者
共
に
請

二
差
出
、
御
立
山
手
分
之

堀
方

二
當
、
禮
銭
な
と
・
有
之
、
割
方

相
調
置
、
籾
又
御
糺
明
之
節
、
最
前
文

蔵
を
為
相
囲
怖
自
身

一
人
之
所
業
之
段
申
偽
、
印
形
際

二
相
成
、
御
調
置
相
願
、

猶

又
御
姦
相
成
、
彼

是
不
届
至
極
之

者

二
御
座

吟
、
依
之
小
城

・
杵
嶋
弐
郡

相
障
、
藤

・
松
浦
両
郡
之
内
居
付
、
御

城
下
出
入
不
仕
様
可
被
仰
付
欲

御
朱
書

事
柄
之
儀
と
申

、
他
方
幻
請
方

二
差
出
怖
通
リ
、
不
届
之
儀

二
相
見
幡
、

〆
リ
之
為

二
も
峰
得
之
、
重

ク
申
付
度
存
怖

、
依
之
弐
郡
相
障
申
怖

焼
米
百
姓九
郎
兵
衛

右
之
者
、
前
同
断
二
付
被
相
糺
怖
盧
、
別
紙
口
書
之
通
申
出
怖
、
茸
立
ホ
造
有

之

怖
御
立
山
之
儀
乍
存
、
為
利
欲
堀
入
、
過
分
之
石
炭
焼
方
仕

怖
所
6
、
数
十

本
之
松
枯
木
相
成
、
主
人
筋
履
堀
方

二
付
、
躁
之
儀
無
之
様
申
付
も
不
相
用
、

殊
更
堀
口
を
乍
當
分
請

二
差
出
、
彼
是
不
届
者

二
御
座
怖
、
依
之
御
私
領
被
相

梯
、
御
城
下
出
入
仕
様
、
可
被
仰
付

軟

焼
米
村
庄
屋善

内

同
村
横
目

十

蔵

右
之
者
ど
も
、
前

一
件

二
付
被
相
調
け
庭
、
別
紙
手
形
之
通
、
道
江
坪
熟
田
二

相
成

怖
通
、
最
前
6
村
方
申
談
為
仕
儀

二
俸
得

之
、
石
炭
堀
跡
時

≧
致
並
日請
俸

哉
、
躁
之
儀
ホ
無
之
哉
、
折
節
見
計
を

も
可
仕
盧
、
無
其
儀
、
御
立
山
境
看
堀

口
相
立
怖
醐
罷
出
怖
以
後
、
等
閑

二
罷
有
峰
慮
6
、
御
立
山
内

二
堀
入
、
殊
更

尾
を
越
、
向
谷
看
も
堀
口
を
立
、
堀
出
置

吟
炭
、
役
≧
6
取
揚
、
文
蔵
に
相
頼

置
怖
も
盗
出
、
旅
人
を
堀
子
二
相
雇
、
止
宿
を
も
為
仕
、
籾
又
御
私
領
之
地
方

を
他
方
之
者
の
請
二
も
差
出
、
重
畳
不
届
之
儀
共
有
之
怖
慮
、
庄
屋

・
村
役
と

し
て
、
及
数

ヶ
月
不
相
心
得
罷
有
怖
儀

、
甚
無
調
法
之
至

二
御
座
怖
、
依
之
役

被
差
迦
、
閉
戸
可
被
仰
付
欺

焼
米
村
村
山
留清

蔵

松
右
衛
門

定
右
衛
門

右
之
者
共
前
同
断
二
付
、
被
相
調
怖
慮
、
別
紙
手
形
之
通
申
出
怖
、
石
炭
堀
方

願
之
儀
《
不
相
心
得
、
筋

二
峰
得
共
、
茸
立
も
有
之

搾
御
立
山

に
堀
入
、
過
分

之
炭
焼
立

怖
二
付
、
数
拾
本
之
松
枯
木
相
成
幡
程
之
儀

二
蜀
怖
虞
、
数
ヶ
月
之

間
立
廻
り
も
不
仕
、
漸
茸
立
時
分

二
相
成
、
垣
仕
調
為
見
計
罷
出
怖
節
、
見
當

筋

、
の
も
申
達
咋
、
畢
寛
前
篇
之
心
遣
不
届
太
形
之
至

二
御
座

怖
、
依
之
御
呵

可
被
仰
付
験

焼
米
村
百
姓松
兵
衛

吉
兵
衛

右
之
者
ど
も
前
同
断
二
付
、
被
相
調
怖
庭
、
別
紙
手
形
之
通
申
出

怖
、
道
江
坪

石
炭
堀
方

二
付

う
ハ
、
運
上
銭
納
方
其
外
諫
無
之
通
、
心
遣
怖
段
、
奥
印
を
も

仕
置
峰
庭
、
願
之
田
坪
之
差
置
、
御
立
山
を
堀
、
其
外
不
届
至
極
之
所
業

二
峰

慮
、
等
閑
二
う
罷
有
峰
通
り
、
甚
太
形
之
至

二
御
座

怖
、
依
之
閉
戸
可
被
仰
付

多
久

左
馬
允

右
之
者
前
同
断

二
付
、
被
相
調
怖
慮
、
別
紙
手
形
之
通
申
出

吟
、
知
行
内
之
悪

地
を
熟
田

二
為
相
成
幡
文
蔵
6
願
出

幡
通
相
調

峰
節
、
不
実

二
相
成
、
召
使
怖

得
共
軽
上
、
役
≧
を
相
欺
、
田
地
堀
替
趣
意

え
矢
工
を
以
、
御
立
山
数
所
堀
入
、

尾
を
越
、
向
谷
造
堀
口
を
立
、
剰
囲
垣
を
踏
破
、
役
≧
6
頼
置
怖
炭
盗
出
、
費



方
を
も
仕
、
他
方
福
母
村
之
者
共
に
、
御
立
山
之
内
石
炭
請

二
差
出
、
他
領
之

者
数
日
堀
子
二
相
雇
、
止
宿
ホ
為
仕
、
春
以
来
数

ヶ
月
之
間
言
語
道
断
之
所
業

二
御
座
殊
虚
、
最
初

一
篇
無
辣
様
申
付
置
憾
儘
、

一
向
等
閑

二
う
不
相
心
得
罷

有
怖
通
リ
、
職
分
柄

二
も
御
座

吟
庭
、
不
行
届
緩
至
極
之
儀

二
御
座

怖
、
就
右

え
御
手
當
之
儀
え
、
可
被
遊
御
賢
慮
御

儀
奉
存
怖

右
之
通
吟
味
仕
降
、
尚
可
被
仰
付
哉
、
請
御
意
怖
、
以
上

未
十
二
月

(十
二
月
廿
四
日
)

一
左
馬
允
殿
内
文
蔵
其
外
6
、
福
母
之
者
共
わ
御
制
府
山
を
請

二
差
出
置
怖
末
、

石
炭
堀
焼
差
留
怖
以
後
、
請
主
共
孝
請
置

怖
二
付

う
ハ
、
何
レ
堀
焼
仕

峰
ハ
う

不
相
叶
段
申
述
、
只
今
相
成
怖
る
亀
、
堀
置
け
炭
ホ
押
う
請
取

怖
ハ
う
不
相
叶

方
、
手
強
及
才
足
由

二
付
、
右
役
人
心
遣
取
鎮
被
申
様
A
7
日
相
達
怖
事

(寛
政
十
二
年
正
月
廿
日
)

一
左
馬
允
内
元
苗
字
文
蔵
儀
、伊
万
里
郷
町
裏
村
、
形
右
衛
門
家
内
帳
二
居
付
吟
由

二
う
、
居
付
手
形
相
納

峰
事

(同
年

正
月
廿

一
口
)

一
左
馬
允
殿
内
元
苗
字
前
田
十
九
郎
儀
、
郡
障
被
仰
付
置
峰
末
、
藤
津
郡
志
田
村

大
曲
段
右
衛
門
帳
内

二
相
加

け
由

二
う

、
居
付
手
型
相
納
吟
事

(同
年
三
月
五
日
)

一
焼
米
魚
荷
方
其
外
御
手
当
之
儀
、
左
之
通
被
相
窺
怖
処
、
伺
之
通
被
仰
出
峰
事

下
余
議
覚

ロぜ
ソ

付
府
、
此
御
書
多
久
左
馬
允
被
官
与
有
之

怖
分
相
済

降
由
被
仰
出

昨
事
多
久
左
馬
允
被
官
苗
字
江
口平
兵
衛

右
之
者
焼
米
村
文
蔵

一
総
石
炭
堀
方
仕
峰
儀
、
去
冬
同
類
丑
ハ6
申
出

怖
く
ノ

去
秋
同
所
赤
坂
縄
手

二
お
い
て
、
鞍
魚
荷
ホ
致
盗

峰
末
、
評
定
所
罷
出
御
糺
F

二
難
相
成
怖
処
、
旧
騰
苔
罪
御
手
当

二
相
成
、
焼
米
宿
許
に
被
差
返
吟
、
併
、

苔
跡
痛
強
差
付
、
究
所
罷
出
幡
儀
不
相
叶
、
近
キ
比
漸
少
々
快
方

二
付
、
右
両

筋
被
相
糺
峰
処
、
別
紙
口
書
之
通
申
出
怖
、
石
炭
掘
方
之
義
、
専
為
利
欲
、
悪

地
を
熟
田

二
堀
替
怖
次
第
、
最
前
文
蔵
6
願
出
峰
末
、
右
之
差
置
、
御
立
山
を

掘
抜
、
過
分
之
炭
掘
出
焼
立

弥
二
付
う
ハ
、
右
御
山
内
松
木
数
十
本
枯
木

二
相

成
、
主
人
筋
6
も
無
疎
様
申
聞
置
怖
得
共
不
相
用
、
堀
子
内

二
旅
人
を
も
相
雇
、

加
之
、
堀
坪
を
御
蔵
入
之
者

に
請

二
差
出
、
御
立
山
を
手
分
為
掘
怖

二
當
、
禮

銭
杯
と
有
之
、
割
方
ホ
相
整
置
怖
、
籾
又
鞍
魚
荷
ホ
盗
取
怖
、

一
件
荷
主
有
之

品
と
乍
見
請
盗
取
弥
心
底

二
る
、
目
籠
壱

ッ
運
出
置
、
龍
右
衛
門

・
又
次
郎
参

懸

峰
二
付
、
尚
又
相
機
関
、
剰
翌
朝
も
外

二
落
居

吟
品
有
之
間
敷
哉
右
畑
中
に

参
、
沓
杯
取
扱
け
故
及
顕
然
、
於
評
定
所
被
相
糺
け
末
、
答
罪
ホ
被
仰
付
、
御

外
聞

二
も
相
懸
、
彼
是
言
語
同
断
不
届
者

二
御
座
怖
、
依
之
三
根

・
養
父

・
神

崎

・
佐
嘉

・
小
城

・
杵
嶋
被
相
障
、松
浦
・藤
津

・
高
木
三
郡
之
内
居
付
、
御
城

下
出
入
不
仕
様
可
被
仰
付
欲

文
書
⑳
は
寛
政
十

一
年
十
月
二
日
、
多
久
左
馬
允

(左
馬
允
に
つ
い
て
は
前
回
詳

述
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
燭
れ
な

い
)
の
又
内
坂
本
文
蔵
が
、
軽
か
ら
ざ
る
不

調
法
で
引
留
め
ら
れ
、
何
れ
勤
番
を
付
け
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
當
初
、
相
談
役
頭
人

の
多
久
市
之
允
は
、
「御
歩
行

一
人

・
足
軽
二
人
」
と
し
て
通
達
し
た
。
し
か
し
次

の

「附
」
に
よ
れ
ば
、
相
談
役

・
御
勝
手
方

の
福
地
千
兵
衛
と
申
談
じ
、
日
記
を
調

べ
て
前
例
に
よ
り
足
軽
ば
か
り
で
済
ま
す
こ
と
に
な
り
、
翌
三
日
に
達
し
た
、
と
あ

る
。
文
蔵

の
不
調
法
の
調
査
が
は
じ
ま

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

鵬
は
、
十
月
二
十
三
日
に
な

っ
て
、
「石
炭
方
御
調
子

】
件
」
に

つ
い
て
、
同
じ

く
左
馬
允
又
内

の
前
田
十
九
郎
が
調
べ
ら
れ
た
が
、
手
形
印
形
の
約
上
に
つ
い
て
は

っ
き
り
申
出
な
い
。
軽
く
な

い
こ
と
に
見
え
る
の
で
、
究
頭
人
を
立
て
る
よ
う
に
と



米
倉
勘
兵
衛
が
仰
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
大
木
要
助
が
通
達
し
て

い
る
。
前
田
十
九
郎

は
、
前
回
の
文
書
q9
⑦0
の
、
坂
本
文
蔵
の
採
掘
願

い
に
奥
印
を
押
し
て
い
る
五
人
の

中
の

一
人
で
あ
る
。
大
木
要
助
の
こ
の
時

の
役
職
は
、
役
所
日
記
に
よ
れ
ば

「相
談

役

・
寺
社
方

・
御
施
薬
方

・
御
小
物
成
方

・
御
武
具
方

・
神
領
方

・
櫨
方

・
御
猟
方

定
詰
」
で
あ
る
。

㎝
で
十
月
二
十
九
日
居
籠
を
申
付
け
ら
れ

た
焼
米
村
の
百
姓
市
右
衛
門
も
、
坂
本

文
蔵
の
採
掘
許
可
願

い
に
奥
印
を
押
し
た

一
人
で
あ

っ
た
。
⑳
で
文
蔵
は
更

に
盗
み

で
も
調

べ
ら
れ
て
、
格
分
を
下
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
役
所
に
差
押
え
ら
れ
た
石

炭
を
盗
出
し
て
売

っ
た
こ
と
が
発
覚
し
た

の
で
あ

っ
た
。
⑳
に
よ
れ
ば
、
十
二
月
二

日
、
盗
と
印
形
の
件
で
文
蔵
は
家
屋
敷
其
外
雑
物
な
ど
迄
取
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。

「帳
付
を
以

一
類
に
相
願
置
」
と
は
ど
の
よ
う
な
処
置
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
報

告
を
受
け
た
原
六
郎
右
衛
門
は
、
「出
仕
御

目
附
」
を
勤
め
て
い
る
者
で
あ
る
。

60
は
、
「御
屋
敷
年
寄
役
定
詰
」
の
堀
江
新
兵
衛

・
梶
原
喜
兵
衛
両
人
か
ら
多
久
市

之
允
に
宛
て
た
、
前
日
三
日
の
書
簡
で
、
年
内

の
日
が
残
り
少
く
な

っ
た
の
で

「焼

米
石
炭
方
」
に
つ
い
て
、
急
ぎ
将
を
致
す
よ
う
に
と
仰
出
が
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

㎝
で
早
速
調

べ
が
は
じ
ま

っ
た
こ
と
が
分

る
。
62
は
再
び
堀
江
新
兵
衛

・
梶
原
喜
平

衛
の
書
簡
で
、
石
炭
方
糺
明
に
つ
い
て
、
文
蔵
の
主
人
で
あ
る
多
久
左
馬
允
を
も
調

べ
る
よ
う
衆
議
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
、
多
久
市
之
允
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
謝
は
十

二
月
十
九
日
の
も
の
で
、
「多
久
年
寄

(佐

賀
御
館
勤
め
の
年
寄
に
対
し
て
の
呼
称

か
)」
の
犬
塚
弥
右
衛
門
が
、
石
炭
方
裁
許

の
為
御
屋
敷
に
越
す
の
に
老
躰
で
病
身

な
の
で
、
寒
中
歩
行
が
所
存
に
任
せ
な
い
か

ら
と
、
駕
籠
に
乗
る
の
を
願
出
た
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
は
犬
塚
弥
右
衛
門
秀
榮
の

こ
と
で
、
こ
の
時
の
年
令
は
よ
く
分
ら
な

い
が
、
五
年
前
の
寛
政
文
年
に
姉
が
八
十
五
歳
で
亡
く
な

っ
て
い
る
の
で
、
か
な
り

の
老
令
で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
馴
十

二
月
二
十

一
日
の
文
書
は
、
犬
塚
弥
右

衛
門
が
多
久
市
之
允
に
宛
て
た
も
の
で
、
多
久
左
馬
允
の
お
手
當
に
つ
い
て
、
召
仕

の
者
達

の
渡
方
に
つ
い
て
意
見
を
の
べ
た
も

の
で
あ
る
。
師
走
も
迫

っ
て
の
慌
し
さ

の
中
で
、
連
坐
し
て
の
責
任
と
は
い
い
な
が

ら
、
前
例
の
な
い
重
職
に
あ

っ
た
家
老

へ
の
取
扱

い
に
苦
慮
の
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た

こ
の
段
階
に
及

ん
で
も
左
馬
允

に

「殿
」
と
い
う
敬
称
が
付
さ
れ
て
い
る
の
も
目
に
立

つ
。
こ
こ
に
は
引
用
し
な
か

っ

た
が
、
「役
所
日
記
」
に
は
、
市
之
允
が
左
馬
允
に
屋
形
出
仕
遠
慮
の
日
数
を
感
違

い
し
て
少
く
伝
え
た
と

い
う
こ
と
で
、
市
之
允
自
身
が
出
仕
を
禁
じ
ら
れ
る
と
い
っ

た
事
態
も
発
生
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
細
に
至

っ
て
漸
く
こ
の

一
件
に
つ
い
て
の

「下
余
議
覚
」
が
、
十
二
月
二

十
三
日
付
で
出
さ
れ
た
。
吟
味
書
の
右
肩
に

「御
朱
書
」
を
墨
書
し
て
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
は
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
件

の
大
要
は
、
多
久
左
馬

允
の
家
人
坂
本
文
蔵
が
、
左
馬
允
の
知
行
地
焼
米

の
道
江
坪
に
再
三
に
亘

っ
て
石
炭

採
掘
願

い
を
出
し
て
許
可
を
得
て
い
た
が

(前
号
の
文
書
18
～
21
を
参
照
)、
そ
れ
は

最
初
か
ら
私
利
私
欲
の
為

の
企
み
で
あ

っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
過
程
に

於

て
も

い
く
つ
か
の
無
調
法
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
上
差
押
え
ら
れ
た
石
炭
を
盗
み
出

し
て
売
る
と
い
っ
た
不
届
な
所
業
も
数
え
ら
れ
、
当
時
役
職
の
上
で
関
連
あ

っ
た
当

役

.
多
久
左
馬
允
、
焼
米
村
庄
屋

・
善
内
、
横
目

・
十
蔵
、
山
留
の
清
蔵

・
松
右
衛

門

・
定
右
衛
門
ら
が
累
座
し
て
お
手
当
を
受
け
て
い
る
。

そ
こ
で
そ
の
無
調
法
な
る
所
業
を
簡
略
に
個
条
書
き
し
て
み
る
と
次

の
よ
う
に
な

る
。④
焼
米

の
道
江
坪
は
悪
地
な
の
で
、
熟
田
に
す
る
か
ら
と
採
掘
願

い
を
出
し
た
の

で
許
可
を
し
た
の
に
、
願

い
の
同
坪
は
差
し
お
き
、
茸
の
立

っ
て
い
る
御
立
山

を
堀
っ
て
過
分
の
石
炭
を
掘
り
出
し
た
。

⑭
御
立
山
の
数
十
本
の
松
木
を
枯
ら
し
た
。

◎
堀
口
を
風
道
と
称
し
て
、
向
谷
の
方
に
ま
で
立
て
た
。

⑪
掘
子
に
旅
人
を
雇

っ
て
礼
銀
を
梯

っ
た
。

㊤
旅
人
を
止
宿
さ
せ
た
。

⑭
福
母
村
の
者

(他
方
の
者

)
に
、
御
私
領
の
地

(御
制
府
山
)
を
請
に
出
し
た
。

⑥
取
上
げ
ら
れ
た
石
炭
を
垣
を
破

っ
て
盗
み
出
し
て
、
売
方
を
し
た
。

⑪
主
人
か
ら
疎
略
の
こ
と
が
無

い
様
に
と
注
意
さ
れ
な
が
ら
従
わ
な
か

っ
た
。
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①
印
形
手
形
の
不
実
。

①
役
目
不
行
届
。

⑭
か
し
ま
し
き
の
所
業
。

以
上
の
十

一
項
目
で
あ
る
が
、
更

に
こ
れ
を
各
個
人
毎
の

一
覧
表
に
し
て
み
よ
う
。

(園
参
照
)

こ
こ
で
左
馬
允
被
官
江
口
平
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
文
書
鱒
の
中
に
は
名
前
が
見
ら

れ
な

い
。
翌
年
三
月
五
日
の

「下
余
議
覚
」

(文
書

6窃
)
に
よ
れ
ば
、
前
年
秋
に
赤

坂
縄
手

(現
杵
島
郡
大
町
町
)
に
お

い
て
鞍

魚
を
盗
ん
だ
た
め
、
答
罪

の
刑
に
処

せ

ら
れ
て
お
り
、
答
跡
が
痛
く
て

「究
所
」
に
出
頭
で
き
な
か

っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で

「少

々
快
方
」
に
向

っ
た
と
こ
ろ
で
三
月
五
日
の

「御
手
當
」
の
申
渡
し
と

な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
岡

へ
の
記
入
は
文
書
G⑨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
刑
が
重

い

の
は
、
赤
坂
と
い
う
本
藩

領
内
で
の
盗
み
で
答
罪
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
多
久

領
と
し
て

「御
外
聞

二
も
相
懸
」
と
重
ね
て
に
糺
明
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
ら
と

思
わ
れ
る
。

G⑤
は
文
蔵
が
福
母

の
者
に
請
に
出
し
た
私

領

「御
制
府
山
」
の
請
主
共
が
、
差
押

え
ら
れ
た
石
炭
を
受
取
り
た

い
と
、
手
強
く
催
促
に
き
た
の
を
取
鎮
め
る
よ
う
に
と

の
達
し
で
あ
る
。
福
母
は
旧
多
久
領

で
あ

っ
た
が
、
元
和
七
年
に
佐
賀
本
藩
に
上
地

さ
せ
ら
れ
た
地
で
あ

っ
た
。
赤
坂

・
福
母
と
と
も
に
本
藩
領
に
及
ぶ
騒
ぎ
は
、
小
邑

多
久

に
と

っ
て
頭
の
痛

い
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
。

㎝

・
劔
は
郡
梯

い
の
刑
を
受
け
た
文
蔵
と
前
田
十
九
郎
の
居
留
先
が
定
ま
り
、「居

付
手
型
」
を
済
ま
せ
た
報
告

の
記
録
で
あ
る
。
追
放
と

い
う
刑
罰
が
、
決
し
て
単
に

領
内
か
ら
放
り
出
す
こ
と
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
落
着
く
べ
き
地
と
帳
内

へ
の
編
入

に
到
る
ま
で
の
計
ら

い
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。
文
蔵

と
前
田
十
九
郎
以
外
の
追
放
者
に
つ
い
て
は
収
録
で
き
な
か
っ
た
が
、
別
に
残
存

し

て
い
る

「刑
罰
帳
」
等
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
他
の
者
も
同
様
の
処
遇
が
と
ら
れ
た
筈

で
あ
る
。
近
世
佐
賀

の
治
安
を
示
す

一
例
と

い
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
の
石
炭
採
掘
に
関
る
記
事
の
殆
ど
は
、
未
熟

さ
に
由
る
困
難
な
経
営
情

況
を
陳
べ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
拙
な
さ
か
ら
招

い
た
と
は
い
え
、
痛
ま
し

い
被
害
者

の
記
録
で
あ

っ
た
。
「焼
米
石
炭
方

一
件
」
は
根
本
的
に
事
情
が
異
な
る
。
同
じ
無

調
法

に
よ
る
余
議
で
あ

っ
て
も
、
こ
れ
は
正
し
く
犯
罪
で
あ
る
。
当
初
か
ら
悪
意
を

も

っ
て
企
み
、
「上
を
掠
め
、
役

々
を
欺
き
」
し
た
不
堺
な
事
件
と
し
て
糺
明
さ
れ

て
い
る
。
支
配
態
勢
の
き
び
し
か

っ
た
こ
の
時
代
に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
大
胆

な
行
為
が
仕
組
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
久
左
馬
允
は
真
実
役
目

不
行
届
だ
け
の
関
り
し
か
な
か

っ
た
の
か
。
村
役
人
達
の
事
件

へ
の
結
び

つ
き
も
、

全
く
意
図
さ
れ
な

い
こ
と
で
あ

っ
た
の
か
。
そ
こ
ま
で
を
窺
う
に
は
ま
だ
材
料
不
足

で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
手
段
さ
え
選
ば
ね
ば
、
多
久
領
焼
米

一
帯
は
石
炭
採
掘
で

充
分
利
潤
の
得
ら
れ
る
産
業
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
残
念
な
の
は
、
そ
の

経
営
規
模
や
掘
方
実
態
を
知
る
史
料
が
残

っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

,
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(刻 焼米石炭方一件のお手当表、(「下愈議覚」より作成)

身 ヒ

家 老 ・当役

左馬允 又内

〃 被官

〃 又内

焼米村 百姓

〃 庄犀

横目

山留

百姓

氏 名

多 久 左 馬 允

旧姓(坂本)文蔵

江 口 平兵衛

前 田 十九郎

吉 兵 衛

松 兵 衛

市右衛門

善 内

十 蔵

清 蔵

松右衛門

定右衛門

九郎兵衛

「無 調法」 な る所 業

(前項 の記 号 に て示す)
手 当(吟 昧)

役迦し、蟄居

格分下げ、追放の上七郡梯い松浦、高木両郡の内居付

六郡梯い、松浦、高木、藤津の内居付、城下出入禁止

追放の上二郡梯い

閉 戸

〃

追放の上四郡梯い藤津、高木、松浦三郡の内居付

役迦し、閉戸

〃 〃

御 呵

私領彿い、城下出入禁止

ク

〃

手 当(朱 書)

追放の上五郡梯い

追放の上五郡彿い

二郡梯い

居 付 先

移動なし

伊万里郷町裏村形右衛門家内帳に

藤津郡志田村大曲段右衛門帳内に

(※は前回の採掘願状を提出した者、文蔵は発起人であり他の五人は奥書き、奥印の者たち)


